
かぶり 厚さ と は、 一番外側の鉄筋（ 幅止め筋、 組立筋を 除く ） の外面から 躯体面

までの距離（ ４ ． ３ ． １ 図） を いう 。

鉄筋組立後のかぶり 厚さ は、 最小かぶり 厚さ 以上を確保し 、 最小かぶり 厚さ に許容

施工誤差１ ０ mmを加えた厚さ 以内に納める も のと する 。

最小かぶり 厚さ は、 ４ ． ３ ． １ 表によ る 。

定着の方法は４ ． ５ ． ２ 図によ る 。

て定着する 鉄筋の定着長さ Ｌ が、 ４ ． ５ ． ２ 表のフ ッ ク あり 定着の長さ を 確保でき な

い場合は、 全長を ４ ． ５ ． ２ 表に示すフ ッ ク なし 定着長さ と し 、 かつ、 余長を ８ ｄ 、

仕口面から 鉄筋外面までの投影定着長さ を４ ． ５ ． ３ 表に示す長さ を のみ込ませる 。

４ ． ５ ． １ 　 鉄筋の重ね継手

（ １ ） 鉄筋の重ね継手及び定着の長さ は、 ４ ． ５ ． １ 表によ る 。

（ ２ ） 径が異なる 鉄筋の重ね継手の長さ は、 細い鉄筋の径によ る 。

４ ． ３ ． １ 　 かぶり 厚さ

４ ． ３ ． １ 図　 鉄筋のかぶり 厚さ

４ ． ３ ． ２ 　 最小かぶり 厚さ

（ １ ） 床版、 梁、 基礎及び擁壁で、 直接土に接する 部分のかぶり 厚さ には、 捨てコ ン ク

　 　  リ ート の厚さ を含まない。

（ ２ ） 柱及び梁の主筋にＤ ２ ９ 以上を 使用する 場合は、 主筋のかぶり 厚さ を 径の１ ． ５ 倍

　 　  以上確保し て最小かぶり 厚さ を 定める 。

（ ３ ） 溶接金網にも 適用する 。

（ １ ） 粗骨材の最大寸法の１ ． ２ ５ 倍

（ ３ ） 異形鉄筋の直径（ 呼び径） の１ ． ５ 倍以上

（ 注） １ ． Ｌ 　 ： 梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

　 　 　 　 　 （ 基礎梁、 片持ち スラ ブを 含む。 ）

　 　 　 　 　 （ 片持ち 小梁及び片持ち スラ ブを 除く 。 ）

塩害区分

構造部分の種別

１ ： 打継目地部分は目地底よ り 最小かぶり 厚さ を 確保する 。

２ ： 仕上なし の場合を 標準と する 。

床､耐力壁以外の壁

柱、 梁、 耐力壁

底版

柱、 梁、 床、 壁

底版、 基礎

４ ． １ 　 鉄筋の折曲げ加工

４ ． ３ 　 鉄筋のかぶり 及び間隔

４ ． ４ 　 鉄筋相互のあき 及び間隔

４ 　 建築工事

（ ロ ） 折曲げ定着（ イ ） 直線定着

帯筋

ａ

打継ぎ

かぶり 厚さ

増打

躯体面

かぶり 厚さ

あばら 筋

定着起点

ｂ

Ｌ 余長

全長

Ｌ   （ ただし 、 梁幅の

Ｌ    、 Ｌ    又はＬ

Ｌ   、 Ｌ   又はＬ

Ｌ   （ ただし 、 柱せいの

（ ２ ） 最小のあき ２ ５ mm

種　 別

鉄筋の

Ｓ Ｄ ２ ９ ５

Ｓ Ｄ ３ ４ ５
３ ０

１ ５ ｄ

１ ５ ｄ

２ ０ ｄ

１ ５ ｄ

Ｌ Ｌ

１ ５ ｄ

１ ５ ｄ

１ ５ ｄ

１ ５ ｄ

３ ０

設計基準強度

２ ４ 　 ２ ７

２ ４ 　 ２ ７

（ 注） １ ． Ｌ   、 Ｌ    ： フ ッ ク なし 重ね継手の長さ 及びフ ッ ク あり 重ね継手の長さ

　 　 　 ２ ． フ ッ ク あり の場合のＬ    は、 ４ ． ５ ． １ 図に示すよ う にフ ッ ク 部分Ｌ を 含ま ない。

Ｓ Ｄ ２ ９ ５

Ｓ Ｄ ３ ４ ５

２ ４ 　 　 ２ ７

３ ０

２ ４ 　 　 ２ ７

３ ０

３ ５ ｄ

３ ５ ｄ

４ ０ ｄ

３ ５ ｄ

２ ５ ｄ

２ ５ ｄ

３ ０ ｄ

２ ５ ｄ

―

鉄筋の

種　 別

１ ０ ｄ

かつ

以上

フ ッ ク なし フ ッ ク あり

２ ５ ｄ

２ ５ ｄ

３ ０ ｄ

２ ５ ｄ ２ ０ ｄ

２ ５ ｄ

２ ０ ｄ

２ ０ ｄ

１ ０ ｄ

Ｌ

スラ ブ小梁
ＬＬ

Ｌ

スラ ブ小梁

２ ０ ｄ

Ｌ

３ ０ ｄ

３ ０ ｄ

３ ５ ｄ

３ ０ ｄ３ ５ ｄ

４ ０ ｄ

３ ５ ｄ

３ ５ ｄ

Ｓ Ｄ ３ ４ ５

Ｓ Ｄ ２ ９ ５

４ ． ５ ． ４ 　 定着の方法

なお、 （ ロ ） 折曲げ定着の梁主筋の柱内折曲げ定着において、 仕口内に縦に折曲げ

最大径

の場合

粗骨材

（ ３ ）

３ ２ mm

２ ５ mm

Ｄ １ ９

Ｄ ２ ２

Ｄ ２ ５

Ｄ ２ ９

Ｄ １ ６

Ｄ １ ３

１ １

１ ４

１ ８

２ １

２ ５

２ ８

３ ３ ４ ４ mm

３ ８ mm

３ ３ mm

２ ９ mm

２ ４ mm

２ ０ mm

４ ３ mm

４ ６ mm

５ ０ mm

５ ３ mm

５ ８ mm

６ ６ mm

７ ７ mm

２ ５ mm

（ １ ）

鉄筋相互のあき ： ａ鉄筋径 (mm)

鉄筋径 最外径

Ｄ １ ０

（ ２ ）
最小鉄筋芯間隔

１ ５ mm

３ ０

４ ０

４ ０

４ ０

６ ０

６ ０

４ ０

５ ０

５ ０

５ ０

７ ０

７ ０

一　 　 般

土、 水に

接する 部分

煙突等高熱を 受ける 部分

２ ４ ， ２ ７

３ ０

２ ４ ， ２ ７

３ ０

Ｌ

　 　 　 ２ ． Ｌ   ： 小梁及びスラ ブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ

４ ． ５ ． ２ 　 継手の特記事項

（ １ ）  継手は、 極力応力の小さ い位置に設ける 。

４ ． ５ ． ３ 　 鉄筋の定着

（ １ ）  鉄筋の定着の長さ は、 ４ ． ５ ． ２ 表によ る 。

Ｌ

異形鉄筋

（ 注） Ｄ ： 鉄筋の最外径　 ｄ ： 鉄筋直径（ 呼び名）

あき

ａ

Ｄ Ｄ

間隔

４ ． ４ ． １ 図　 鉄筋のあき

４ ． ５ ． ２ 図　 定着の方法

４ ． ５ ． ３ 表　 鉄筋の投影定着長さ

４ ． ５ ． ２ 表　 鉄筋の定着の長さ

４ ． ５ ． １ 表　 鉄筋の重ね継手の長さ

４ ． ３ ． １ 表　 鉄筋の最小かぶり 厚さ (mm)

４ ． ４ ． １ 表　 鉄筋径と 鉄筋間隔の関係一覧

Ｌ  

コ ン ク リ ート の

Ｆ c（ Ｎ /mm  ）

かぶり 厚さ

かぶり 厚さ

かぶり 厚さ

増打

シ ーリ ン グ

かぶり 厚さ

かぶり 厚さ

躯体面

Ｌ

余長

平 面

壁

壁
柱

４ ． ２ ． １ 図　 異形鉄筋の末端部

４ ． ２ 　 異形鉄筋の末端部

１ ） 最上階の柱頭部

１ ） 下階の柱主筋を

　  引き 通すこ と が

　  でき ない柱頭部

２ ） 継手部

１ ） 末端部
１ ） 末端部 ４ ． ８ ． １ 図参照

４ ． １ １ ． １１ ） 末端部
１ ） 末端部

２ ） 継手部

１ ） 末端部

２ ） 継手部
１ ） 末端部

壁の一部と なる

４ ． １ ． １ 表参照

場合を 含む図参照

部　 　 位

四隅の主筋

柱

梁

煙突の鉄筋

幅止め筋

圧接継手

継手方式

備　 考

帯筋(Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ )

断面が異な

重ね継手

４ ． ２ ． １ 表　 フ ッ ク を 設ける 位置

上下階の柱

る 場合

あばら 筋

( Ｓ Ｔ Ｐ )

（ １ ） Ｄ は、 折曲げ内法直径を示す。

（ ２ ） ｄ は、 鉄筋直径（ 呼び名） を示す。

以下

Ｄ １ ９

柱、 梁の主筋

Ｄ １ ６ 以上の鉄筋

Ｔ 形及びＬ 形の梁の

あばら 筋

幅止め筋

４ ｄ 以上

４ ｄ 以上

４ ｄ 以上

４ ｄ 以上

～Ｄ ３ ８

３ ｄ 以上

３ ｄ 以上

３ ｄ 以上

３ ｄ 以上

Ｄ １ ６

１ ３ ５ °９ ０ °

　 　 　 ２ ． ９ ０ °未満の折曲げの内法直径は図面によ る 。

　 　 　 　 　 を 用いる 場合には、 余長は４ ｄ 以上と する 。

使　 用　 箇　 所
Ｓ Ｄ ２ ９ ５ ， Ｓ Ｄ ３ ４ ５

折曲げ内法直径（ Ｄ ）

折　 曲　 げ　 図
曲げ

角度

４ ． １ ． １ 表　 鉄筋の折曲げ形状及び寸法（ 末端部）

（ 注） １ ． 片持ち スラ ブ先端、 壁筋の自由端側の先端で９ ０ °フ ッ ク 又は１ ３ ５ °フ ッ ク

ｄ Ｄ

４ ｄ 以上

ｄ

６
ｄ

以
上

８
ｄ

以
上

Ｄ

ｄ

４
ｄ

以
上

Ｄ

ｄ

Ｄ

ｄ

４
ｄ

以
上

鉄筋の折曲げ加工は、 ４ ． １ ． １ 表を 標準と する 。

異形鉄筋の末端部には、 ４ ． ２ ． １ 表によ り フ ッ ク を 設ける 。

鉄筋相互のあき は、 下記の最大値のも の以上と する 。 ただし 、 機械式継手及び溶接継手

のあき は、 図面によ る 。

４ ． ５ 　 鉄筋の継手及び定着

（ ３ ） 主筋及び耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さ は、 ４ ０ ｄ と する 。 ただし 、 Ｓ Ｄ ３ ９ ０ 、

　 　  Ｓ Ｄ ４ ９ ０ を 使用する 場合は特記によ る 。

１ ８ ０ °

１ ３ ５ °

９ ０ °

９ ０ °

１ ３ ５ °

Ｄ １ ３ 以下の鉄筋

あばら 筋、 帯筋、 スパイ ラ ル筋

４ ． ５ ． １ 図

柱 梁

ａ   部

鉄筋の Ｌ Ｌ

（ フ ッ ク なし ） （ フ ッ ク あり ）種　 別

ｄ Ｄ 粗骨材径×１ ． ２ ５ 最小あき 鉄筋径×１ ． ５
ａ ＋Ｄ

設計基準強度

コ ン ク リ ート の

Ｆ c（ Ｎ /mm  ）

設計基準強度

コ ン ク リ ート の

Ｆ c（ Ｎ /mm  ）

※ 通常の施工の場合
必要と する 場合

・  塩害対策を

フ ッ ク なし 梁主筋の柱内曲げ定着

小梁及びスラ ブの上端筋の梁内折曲げ定着フ ッ ク あり

2

1 1h

1      1h

1h

1h

1 2

3

2 1h 2h

3h

1       2            3

1h       2h            3h

b

2

b

a

a

Ｄ

ａ
かぶり 厚さ

かぶり 厚さ

定着起点

全長

　 　 ・ 梁主筋の柱内定着においては、 原則と し て、 柱せいの３ /４ 倍以上

　 　 ・ 小梁主筋の大梁内定着においては、 原則と し て大梁幅の１ /２ 倍以上

　 　 ・ スラ ブの梁内定着においては、 原則と し て梁幅の１ /２ 倍以上

　 　 　 （ 注） １ ． Ｌ    、 Ｌ     は、 ４ ． ５ ． ３ 表の鉄筋の投影定着長さ を示し 、 下記の条件を 満たすも のと する 。a b

　 　 ２ ． Ｌ   、 Ｌ    ： 割裂破壊の恐れのない個所への直接定着の長さ 及びフ ッ ク あり の定着の長さ

　 　 なお、 片持小梁及び片持スラ ブの場合は２ ０ ｄ 及び１ ０ ｄ を２ ５ ｄ 以上と する 。

　 　 ３ ． Ｌ   ： 小梁及びスラ ブの下端筋の直筋の直線定着長さ (基礎耐圧スラ ブ及びこ れを 受ける 小梁は除く 。 ）

(注)１ ． Ｌ   、 Ｌ    ： ２ ． 以外の直線定着の長さ 及びフ ッ ク あり の長さ

　 　 ４ ． Ｌ   ： 小梁の下端筋のフ ッ ク あり 定着の長さ

　 　 ５ ． フ ッ ク あり の定着の場合は、 ４ ． ５ ． ２ 図( イ )に示すよ う にフ ッ ク 部分bを含まない。

また中間部での折曲げは行わない。

1 1h

2

3

2h

3h

１ ５ ０ mm

４ ． ２ ． １ 図の　  印

４ ． ２ ． １ 図の　  印

４ ． ７ ． ２ 図参照

４ ． ７ ． １ 図参照

　 　 　 　 　 　 　 １ /２ 倍以上）

　 　 　 　 　 　 　 ３ /４ 倍以上）

Ａ ＷＳ Ｃ Ｊ （ 第５ 版） －０ ５ ９ －０ ０ ５

b

a

工事番号 図面番号

工事名

施工地名 上越市大字藤野新田

図面名

縮　尺縮　尺 -

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

Ｓ－０８

脱水機棟
構造細目共通図（複合構造物）（８）

公セ補
第5-3号
下水道センター脱水機棟
耐震補強（建築）工事



直交梁位置

４ ． ５ ． ４ 表　 隣り 合う 継手の位置

（ 柱頭又は柱脚部）

末　 端　 部

（ 重ね継手）

中　 間　 部

（ １ ） 隣り 合う 継手の位置は、 ４ ． ５ ． ４ 表によ り 、 ａ 寸法を 守る こ と 。

　 　  ただし 、 壁の場合及びスラ ブ筋でＤ １ ６ 以下の場合を 除く 。

４ ． ７ ． １ 　 隣り 合う 継手の位置及び定着

（ ２ ） 柱頭定着長さ Ｌ   が確保出来ない場合は、 図面によ る 。

（ ３ ） 上下の柱断面が異なる 場合の柱主筋の折曲げ及び定着は、 ４ ． ７ ． ２ 図によ る 。

（ １ ） フ ッ ク 及び継手の位置は交互と する 。

（ ２ ） 帯筋の割付けは、 ４ ． ９ ． １ 図によ る 。 ただし 、 図面にある 場合は図面によ る 。

（ ３ ） 柱、 梁の交差部（ パネルゾ ーン ） の帯筋のせん断補強比は、 ０ ． ２ ％以上を

４ ． ５ ． ５ 　 隣り 合う 継手の位置及び定着

４ ． ９ 　 帯筋の割付け

４ ． ７ 　 柱筋の継手及び定着

４ 　 建築工事

４ ． ６ 　 （ 欠番）

（ １ ） 継手長さ はＬ   と し 、 定着及び余長は、 ４ ． ７ ． １ 図によ る 。

４ ． ８ 　 帯筋

４ ． ８ ． １ 　 帯筋の形状

（ １ ） 帯筋の形状は、 ４ ． ８ ． １ 図と し 、 種別は図面によ る 。 図面になければ下記によ る 。

（ ロ ）（ イ ）

（ ロ ）

（ ロ ）（ イ ）

（ イ ）

（ ハ）

（ ハ）

（ イ ）

（ ロ ）

・ 丸形

（ ニ）

・ Ｈ 形

・ Ｗ－Ⅰ形（ 溶接を 行う ）

・ Ｓ Ｐ 形（ スパイ ラ ル筋）

　 　  　 　  溶接の場合は１ ０ ｄ 以上と し 、 組立前に行う 。

　 　  （ ｃ ） 溶接する 場合の溶接長さ Ｌ は、 両面フ レ ア溶接の場合は５ ｄ 以上、 片面フ レ ア

　 　  （ ｂ ） Ｈ 形の１ ３ ５ ゜ 曲げのフ ッ ク が困難な場合は、 Ｗ－Ⅰ形と する 。

　 　  （ ａ ） Ｈ 形を 標準と する 。
以上の

添巻

≧６ ｄ

ｄ

ｄ ｄ ｄ

≧６ ｄ

　 　  確保し 、 補強筋間隔≦１ ． ５ Ｐ と する 。

１ ． ５ 巻

※１ ． ５ Ｐ  　 、 １ ． ５ Ｐ 　  のピ ッ チは１ ５ ０ mm以下と する 。

Ｄ １ ３  ＠１ ０ ０

Ｄ １ ３  ＠１ ２ ５

パネルゾ ーン柱幅( mm)

≦５ ０ ０

≦６ ０ ０

≦７ ０ ０

≦８ ０ ０

≦９ ０ ０

≦１ ０ ０ ０

≦１ １ ０ ０

≦１ ２ ０ ０

４ ． １ ０ 　 大梁筋の継手及び定着

４ ． １ ０ ． １ 　 大梁（ 基礎梁以外の大梁に限る ） 主筋の継手、 定着及び余長

（ １ ） 大梁主筋の継手及び定着の一般事項

５ ０ ｄ

５ ０ ｄ

４ ． ５ ． ３ 図　 溶接金網の継手及び定着要領

４ ． ５ ． ４ 図　 スパイ ラ ル筋の継手及び定着要領

（ ２ ） 溶接金網の継手及び定着は、 ４ ． ５ ． ３ 図によ る 。

柱、 梁の交差部の配筋例（ ０ ． ２ ％確保）

　 　  （ ｄ ） Ｓ Ｐ 形において、 柱頭及び柱脚の端部は、 １ ． ５ 巻以上の添巻き を 行う 。

（ ３ ） スパイ ラ ル筋の継手及び定着

４ ． ９ ． １ 図　 帯筋の割付け

４ ． ８ ． １ 図　 帯筋組立の形

４ ． ７ ． ２ 図　 上下の柱断面が異なる 柱主筋の折曲げ及び定着
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４ ． ７ ． １ 図　 柱主筋の継手、 定着及び余長
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上下の柱断面寸法が異なる 場合、

帯筋は、 一般の帯筋よ り １ サイ ズ

太い鉄筋ま たは同径のも のを ２ 本
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（ １ ） 最上階の場合

４ ． １ ０ ． ３ 図　 大梁の重ね継手、 定着及び余長

４ ． １ ０ ． ３ 　 ハン チのある 場合

４ ． １ ０ ． ４ 図　 ハン チのある 大梁の定着及び余長（ 最上階）
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（ 注） １ ． 継手中心位置は次によ る 。

　 　 　 　 　 　 上端筋： 中央Ｌ   /２ 以内

　 　 　 　 　 　 下端筋： 柱面よ り 梁せい（ Ｄ ） 以上離し 、 Ｌ   /４ を 加えた範囲以内

　 　 　 ２ ． ４ ． ２  異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、 フ ッ ク を 付ける 。

　 　 　 ３ ． 　 　 　 　 　 　 印は、 継手及び余長を 示す。

　 　 　 ４ ． 破線は、 柱内定着の場合を 示す。

　 　 　 ※ Ｌ aは、 原則と し て、 ４ ． ５ ． ３ 表の数値かつ柱せいの３ /４ 倍以上と する 。

　 　 　 ※ Ｌ aは、 原則と し て、 ４ ． ５ ． ３ 表の数値かつ柱せいの３ /４ 倍以上と する 。

が多い場合

柱脚の鉄筋

が多い場合

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

柱頭の鉄筋

ａ ： 上下の柱幅の差(ａ ≦１ ５ ０ )

ｂ ： かぶり 厚さ

Ｄ ： 梁のせい

４ ． １ ０ ． ２ 図　 段違い梁

４ ． １ ０ ． １ 図　 梁主筋の梁内定着
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梁梁

柱
Ｄ ≦１ ０ ０

吊上げ筋は、 一般のあばら 筋よ り １ サイ ズ

太い鉄筋又は同径のも のを ２ 本重ねたも のと する 。

　 　  ｂ ． 梁主筋を 、 柱内に折曲げて定着する 場合は次によ る 。

　 　 　 　  なお、 定着の方法は、 ４ ． ５ ． ４ によ る 。

　 　  ｃ ． 段違い梁は４ ． １ ０ ． ２ 図によ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 上端筋： 曲げ下ろ す。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 下端筋： 原則と し て曲げ上げる 。

Ｄ １ ０  ＠１ ２ ５

Ｄ １ ０  ＠１ ０ ０

Ｄ １ ０  ＠１ ０ ０

Ｄ １ ３  ＠１ ５ ０

Ｄ １ ３  ＠１ ２ ５

Ｄ １ ３  ＠１ ０ ０

　 　  ａ ． 梁主筋は、 原則と し て、 柱をまたいで引き 通すも のと し 、 引き 通すこ と

　 　 　 　  が出来ない場合は、 ｂ ． によ り 柱内に定着する こ と ができ る 。

　 　 　 　  ただし 、 やむ得ず梁内に定着する 場合は、 ４ . １ ０ . １ 図によ る 。
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（ ４ ） 柱の継手及び圧接中心位置は、 梁上端から ５ ０ ０ ｍｍ以上、 １ ５ ０ ０ ｍｍ以下かつ

　 　 　 ３ /４ h （ h は柱の内法高さ ） 以下と する 。

（ ５ ） ※鉄筋のカ ッ ト オフ の位置及び長さ は図面によ る 。
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※

　 　 ５ ． 梁筋カ ッ ト オフ 位置及び余長は図面によ る 。
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　 　  ３ ． 梁内定着の端部下端筋が接近する と き は、 　 　 　 　   のよ う に引き 通すこ と ができ る 。

　 　  ４ ． 破線は、 梁内定着の場合を 示す。

　 　  ２ ． 　 　 　 　     　 印は、 継手及び余長を 示す。

４ ． １ ２ ． ２ 　 小　 梁

４ ． １ １ 　 梁のあばら 筋、 腹筋及び幅止め筋

４ ． １ ２ 　 小梁及び片持梁の配筋要領

４ ． １ ２ ． １ 　 一般事項

（ １ ） 図面にない事項は大梁、 梁のあばら 筋の項に準ずる 。

（ ２ ） 　 　 　 　 　 　 印は、 継手及び余長を示す。

４ 　 建築工事

４ ． １ ０ ． ４ 　 水平段差のある 場合

４ ． １ ０ ． ５ 　 鉛直段差（ ｅ ） のある 場合

（ ２ ） ｅ /Ｄ ＞１ /６ の場合

（ １ ） 腹筋に継手を 設ける 場合の継手長さ は、 １ ５ ０ mm程度と する 。

（ ２ ） 壁梁の場合、 腹筋の定着長さ 及び継手長さ は、 Ｌ   と する 。

（ ３ ） 土圧、 水圧を 受ける 梁は、 図面によ る 。

（ ４ ） 幅止め筋及び受け用幅止め筋は、 Ｄ １ ０ －１ ０ ０ ０ mmピ ッ チ程度と する 。

（ ２ ） 間隔が一様でハン チのある 場合

４ ． １ １ ． １ 　 一般事項

４ ． １ １ ． ２ 　 あばら 筋組立の形及びフ ッ ク の位置

（ １ ） 形は、 ４ ． １ １ ． １ 図（ イ ） を 標準と する 。

（ ２ ） フ ッ ク の位置

　 　  ｃ ． （ ハ） の場合は床版の付く 側を ９ ０ ゜ 折曲げ、 ８ ｄ 確保する 。

　 　  ｄ ． （ ホ） （ ヘ） の場合は梁の上下にスラ ブが付く 場合でかつ、 梁せいが

　 　  ｂ ． （ ロ ） の場合　 床版が片側に付く 場合は床版の付く 側

　 　  ａ ． （ イ ） の場合は交互と する 。

　 　  ｂ ． 床版が両側に付く 場合は、 （ ロ ） ～（ ニ）

　 　  ａ ． 床版が片側に付く 場合は、 （ ロ ） 又は（ ハ）

　 　  ただし 、 （ イ ） によ る こ と が出来ない場合は、 下記の方法によ る こ と が出来る 。

　 　 　 　  床版が両側に付く 場合は交互

４ ． １ １ ． １ 図　 あばら 筋組立の形及びフ ッ ク の位置

　 　 　 　  １ ． ５ m以上の場合に適用する 事ができ る 。 （ 基礎梁）

４ ． １ １ ． ４ 　 腹筋及び幅止め筋

ａ ）  腹筋及び幅止め筋

４ ． １ ０ ． ８ 図　 鉛直段差梁（ その２ ）

４ ． １ ０ ． ７ 図　 鉛直段差梁（ その１ ）

定着の長さ は、 ４ ． １ ０ ． ２ 図に準ずる

４ ． １ ０ ． ６ 図　 大梁の定着及び余長（ 水平段差のある 場合）

（ ３ ） 梁の端部で間隔の異なる 場合

４ ． １ １ ． ４ 図　 あばら 筋の割付け（ その３ ）

４ ． １ １ ． ３ 図　 あばら 筋の割付け（ その２ ）

（ １ ） 間隔が一様でハン チのない場合

４ ． １ １ ． ３ 　 あばら 筋の割付け

４ ． １ １ ． ２ 図　 あばら 筋の割付け（ その１ ）

４ ． １ ２ ． ２ 図　 小梁主筋の継手、 定着及び余長（ その２ ）

（ 注） １ ． 　 　 　 　 　 　 印は、 継手及び余長を示す。

　 　 　 ２ ． 梁内の定着筋において梁せいが小さ く 垂直で余長がと れない場合、 斜めにし ても よ い。

（ ２ ） 単独小梁の場合

４ ． １ ２ ． １ 図　 小梁主筋の継手、 定着及び余長（ その１ ）

４ ． １ ２ ． ３ 　 片持梁筋の定着

（ １ ） 先端に小梁のない場合

　 　  ａ ． 先端の折曲げの長さ ｂ は、 梁せいよ り かぶり 厚さ を 除いた長さ と する 。

　 　  ｂ ． 梁筋を 引き 通さ ない場合は、 取り 合い部材に定着する 。 ただし 、 柱に

　 　 　 　  取り 合う 場合は、 全数を 引き 通すこ と ができ る 場合でも 、 上端筋は、

　 　 　 　  ２ 本以上を 柱に定着する 。

（ ２ ） 先端に小梁がある 場合

　 　  ａ ． 上端筋は、 先端小梁内に斜めに定着する 。

　 　  ｂ ． 先端小梁終端部の主筋は、 片持梁内に水平定着する 。

　 　  ｃ ． 先端小梁の連続端は、 片持梁の先端を貫通する 通し 筋と し てよ い。

４ ． １ ２ ． ３ 図　 片持梁主筋の定着及び余長（ 先端に小梁のない場合）

（ ２ ） 特殊な梁

腹筋及び幅止め筋は、 図面によ る 。

４ ． １ １ ． ５ 図　 腹筋及び幅止め筋

（ １ ） 水平段差のある 場合

（ １ ） ｅ /Ｄ ≦１ /６ の場合

（ １ ） 一般の梁

（ １ ） 連続小梁の場合

　 　 　 ２ ． 図中のＰ ＠は、 特記さ れたあばら 筋の間隔を 示す。

（ 注） １ ． あばら 筋は、 柱面の位置及びハン チに切り 替わる 位置から 割付ける 。

　 　 　 ２ ． 図中のＰ ＠は、 特記さ れたあばら 筋の間隔を 示す。

　 　  ※ Ｌ aは、 原則と し て、 ４ ． ５ ． ３ 表の数値かつ柱せいの３ /４ 倍以上と する 。

　 　 　 ※ Ｌ aは、 原則と し て、 ４ ． ５ ． ３ 表の数値かつ柱せいの３ /４ 倍以上と する 。

　 　 　 ※ Ｌ aは、 原則と し て、 ４ ． ５ ． ３ 表の数値かつ柱せいの３ /４ 倍以上と する 。

　 　 　 　 ※ Ｌ aは、 原則と し て、 ４ ． ５ ． ３ 表の数値かつ柱せいの３ /４ 倍以上と する 。

　 　 　 ※ Ｌ   は、 原則と し て、 ４ ． ５ ． ３ 表の数値かつ梁幅の１ /２ 倍以上と する 。

Ｌ

Ｌ Ｌ

Ｌ

余
長

余
長

１ ５ ｄ ( 余長) １ ５ ｄ ( 余長)

Ｌ a※

Ｌ a※

Ｌ

断面

平面

梁

柱

Ｌ a※

Ｌ 余
長

余
長 Ｌ

Ｌ a※

Ｄ

柱

梁 梁

柱

ｅ ｅ

ｅ

Ｌ a※

Ｌ a※ Ｌ a※

Ｌ a※

柱

梁

ｅ

Ｄ

Ｌ a※

Ｌ a※

ｅ

余
長

余
長

Ｌ

梁

柱

Ｌ a※

Ｌ

Ｌ a※

ｅ

ｅ

余
長

余長

ｄ

≧８ ｄ

≧８ ｄ≧８ ｄ
Ｌ

≒３ ０

Ｄ

Ｐ ＠

≦Ｐ ＠

≒３ ０

Ｐ ＠

≦Ｐ ＠

Ｐ ＠Ｐ ＠

≦Ｐ ' ＠Ｐ ' ＠Ｐ ＠Ｐ ' ＠

腹筋

幅止め筋

Ｄ ２ －Ｄ １ ０

２ －Ｄ １ ０

２ －Ｄ １ ０

２ －Ｄ １ ０

２ －Ｄ １ ０

２ －Ｄ １ ０

連続端連続端外端

Ｌ

１ ５ ｄ ( 余長) １ ５ ｄ ( 余長)１ ５ ｄ (余長)１ ５ ｄ (余長)

２ ０ ｄ (余長)２ ０ ｄ (余長)２ ０ ｄ (余長)２ ０ ｄ (余長)

Ｌ  ※
Ｌ  （ 定着）

Ｌ

余
長

１ ５ ｄ ( 余長) １ ５ ｄ ( 余長)

端部端部

Ｌ Ｌ
２ ０ ｄ ( 余長) ２ ０ ｄ (余長)

２ Ｌ  ／３

Ｌ
Ｌ  ※

Ｌ
Ｌ  ※

余
長

下端筋上端筋

≒４ ５ ゜余
長

Ｌ

Ｌ

１ ５ ｄ

ｂ Ｌ

Ｌ a２ Ｌ /３

Ｌ

Ｌ

※

Ｌ

Ｌ

片持梁

先端小梁

片持梁筋

(頭つなぎ梁)

先端小梁

片持梁筋

折下げ 折下げ
片持梁

≒４ ５ ゜ ≒４ ５ ゜

４ ． １ ２ ． ４ 図　 片持梁主筋の定着

(注)１ ． ４ ． ２  異形鉄筋の末端部で定めた鉄筋には、 フ ッ ク を 付ける 。

： 柱芯

※ Ｌ   を フ ッ ク なし で定着

　  さ せる 場合は２ ５ ｄ と する 。

（ 注） １ ． あばら 筋は、 柱面の位置から 割付ける 。

　 　 　 ２ ． 図中のＰ ＠、 Ｐ ' ＠は、 特記さ れたあばら 筋の間隔を示す。

４ ． １ ０ ． ５ 図　 ハン チのある 大梁の定着及び余長（ 一般階）

（ ２ ） 一般階の場合

　 　 　 ※ Ｌ 　 の数値は、 原則と し て、 ４ ． ５ ． ３ 表の数値かつ梁幅の１ /２ 倍以上と する 。
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（ 注） １ ． あばら 筋は、 柱面の位置から 割付ける 。
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４ 　 建築工事
４ ． １ ３ ． ４ 　 壁の交差部及び端部

４ ． １ ５ ． １ 　 一般事項

４ ． １ ５ 　 床の配筋要領

４ ． １ ４ 　 壁の打増し 要領

４ ． １ ５ ． ２ 　 片持スラ ブ

（ ２ ） 先端に小梁がなく 壁が取り 付く 場合

４ ． １ ５ ． ３ 　 片持ち スラ ブ出隅部の補強配筋

４ ． １ ５ ． ３ 図　 スラ ブ筋の定着長さ 及び受け筋（ その３ ）

４ ． １ ５ ． ５ 図　 先端に壁が付く 場合の配筋

４ ． １ ５ ． ４ 　 地上部最上階の屋根床版

４ ． １ ５ ． ５ 　 段差床版の補強

４ ． １ ５ ． ６ 　 床版開口部の補強

（ ２ ） 床版開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、 鉄筋を緩やかに曲げる こ と に

　 　  よ り 開口部を避けて配筋でき る 場合は、 補強筋を 省略する こ と ができ る 。

ａ ． 交差部補強筋Ｄ ※はＤ １ ３ 以上、 かつ壁主筋と 同径と する 。

４ ． １ ３ ． ４ 図　 壁の交差部及び端部の配筋

（ １ ） 鉄筋の継手長さ は、 Ｌ   と する 。

４ ． １ ４ ． １ 図　 壁の打増し 補強配筋

打増し 部

縦筋はＤ １ ０ と し 、 間隔は２ ０ ０ mm

横筋はＤ １ ０ と し 、 間隔は壁横筋と 同じ

（ ３ ） 基礎梁と 床版を 一体打ち と し ないで、 打ち 継ぎを 設ける 場合の補強は図面によ る 。

（ １ ） 片持スラ ブの配筋

４ ． １ ５ ． ４ 図　 片持スラ ブの配筋

４ ． １ ５ ． ６ 図　 片持スラ ブ出隅部の補強配筋

（ １ ） 出隅及び入隅部分には、 ４ ． １ ５ ． ７ 図によ り 、 補強筋（ 溶接金網） を上端筋

　 　  の下側に配筋する 。

（ ２ ） 陸屋根、 勾配屋根共通と する 。

４ ． １ ５ ． ７ 図　 出隅及び入隅部分の補強配筋

（ １ ） 同一床版に段差がある 場合、 ４ ． １ ５ ． ８ 図の補強を行う 。 ただし 、

Ｈ ＞１ ５ ０ の場合は、 小梁を設ける 事を原則と する 。

４ ． １ ５ ． ８ 図　 段差のある 床版の補強配筋

（ １ ） 開口の最大径≦７ ０ ０ の場合は、 開口によ っ て切ら れる 鉄筋と 同量の鉄筋で周囲を 補強し 、

　 　  隅角部には、 斜め方向に主筋径以上の鉄筋２ 本を 上下筋の内側に配筋する 。 (４ . １ ５ ． ９ 図)

　 　  開口の最大径＞７ ０ ０ の場合は図面によ る 。

４ ． １ ５ ． ９ 図　 床版開口部の補強配筋

４ ． １ ５ ． １ 図　 スラ ブ筋の定着長さ

及び受け筋（ その１ ）

４ ． １ ５ ． ２ 図　 スラ ブ筋の定着長さ

及び受け筋（ その２ ）

ｂ ． 壁の端部にＵ 型鉄筋を 使用する 場合の径及び間隔は、 壁筋と 同径及び同間隔と する 。

壁の交差部及び端部の交差部は、 ４ ． １ ３ ． ４ 図によ る 。

コ ン セン ト ボッ ク ス等を壁に埋め込む場合の補強は、 特記によ る ほか、 配管等での壁の

打増し 補強筋は、 ４ ． １ ４ ． １ 図によ る 。

打増し 厚さ のａ が５ ０ mm以上、 ２ ０ ０ mm以下に適用する 。

２ ０ ０ mmを 越える 場合は、 特記によ る 。
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※　 原則と し てＬ   は、 ４ ． ５ ． ３ 表の数値かつ梁幅の１ /２ 倍以上と する 。

よ り かぶり 厚さ を除いた長さ と する 。

※先端の折り 曲げ長さ ｂ は、 スラ ブ厚さ

※　 Ｌ   の数値は、 原則と し て、 ６ ． ３ 表

の数値かつ梁幅の１ /２ 倍以上と する 。

※： 鉄筋径は、 図面によ る

Ｄ ※： 鉄筋径は、 図面によ る 。

４ ． １ ３ 　 壁の配筋要領

４ ． １ ３ ． １ 　 一般事項

４ ． １ ３ ． ２ 　 耐震壁の開口

（ １ ） 耐震壁等の開口は、 図面以外は設けてはなら ない。

　 　  満足する こ と を 構造計算によ っ て確認する こ と 。

（ ２ ） やむを得ず開口をあける 場合は、 Ｈ １ ９ 国土交通省告示５ ９ ３ 号の規定を

４ ． １ ３ ． １ 図　 壁の配筋
※壁構造の場合は、 「 壁構造配筋指針・ 同解説」 （ 日本建築学会） に基づき 図面によ る 。

４ ． １ ３ ． ３ 　 壁開口部の補強

（ １ ） 壁開口部の補強は、 図面によ る 。 補強筋の長さ 及び位置は、 ４ ． １ ３ ． ３ 図

　 　  を 標準と する 。

４ ． １ ３ ． ３ 図　 壁開口部の補強の定着長さ

（ ２ ） 開口部は柱及び梁に接する 部分又は鉄筋を 緩やかに曲げる こ と によ り

　 　  開口部を 避けて配筋出来る 場合は、 補強筋を 省略する こ と ができ る 。
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（ ３ ） 打増し 部分に、 壁及びスラ ブ等が取り つく 場合は、 壁及びスラ ブ筋等の定着長

（ １ ） 一般壁配筋の重ね継手の長さ はＬ   と し 、 耐震壁の鉄筋の重ね継手の長さ は

（ ２ ） 幅止め筋は、 縦、 横と も Ｄ １ ０ －＠１ ０ ０ ０ を 標準と する 。

1

     ４ ０ ｄ と する 。 ただし 、 Ｓ Ｄ ３ ９ ０ ， Ｓ Ｄ ４ ９ ０ を使用する 場合は特記によ る 。

     また、 定着の長さ は、 Ｌ 　 と し 、 鉄筋の継手位置は、 柱・ 梁部以外と する 。

　 　  さ には打増し 部分は含まない。

（ ４ ） 土圧及び水圧など を 受ける 壁の配筋は、 図面によ る 。

（ 注） 図中のＰ ＠は、 図面の壁筋の間隔を 示す

（ １ ） 出隅部の補強筋は図面によ り 、 配筋方法は、 ４ ． １ ５ ． ６ 図によ る 。

（ ２ ） 出隅受け部分(図のハッ チ部分)の配筋は、 図面によ る 。
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　 　  場合は、 ４ ． １ ５ ． ２ 図、 ４ ． １ ５ ． ３ 図によ り 梁内に定着する 。

1

Ａ ＷＳ Ｃ Ｊ （ 第５ 版） －０ ５ ９ －０ ０ ５

2

工事番号 図面番号

工事名

施工地名 上越市大字藤野新田

図面名

縮　尺縮　尺 -

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

Ｓ－１１

脱水機棟
構造細目共通図（複合構造物）（１１）

公セ補
第5-3号
下水道センター脱水機棟
耐震補強（建築）工事



４ ． １ ９ ． １ 　 斜め柱・ 斜め梁の取り 合い
４ ． １ ７   階段の配筋要領

４ 　 建築工事 ４ ． １ ９ 　 勾配屋根の取り 合い

４ ． １ ８ ． ２ 　 梁 ４ ． １ ９ ． ２ 　 梁と 床版の取り 合い

４ ． １ ９ ． ３ 　 円柱の取り 合い

４ ． １ ８ 　 柱及び梁の増し 打ち 要領

（ １ ） 壁配筋は、 図面によ る 。

（ ２ ） 階段主筋は、 壁の中心線を 越えてから 縦に曲げ下ろ す。

４ ． １ ８ ． １ 　 柱

４ ． １ ８ ． １ 図　 柱の増し 打ち 補強配筋

　 　  ただし 、 ａ ＜７ ０ mmの場合、 補強は行わない。 ２ ０ ０ mm＜ａ の場合は、 図面によ る 。

（ １ ） 増し 打ち コ ン ク リ ート の補強は、 ４ ． １ ８ ． １ 図によ る 。

（ ２ ） 増し 打ち 部分での鉄筋は、 定着長さ と し て認めない。 ただし 、 躯体と 一体打ち の場合を除く 。

（ ３ ） 増し 打ち 部分の帯筋の定着長さ は、 Ｌ   以上と する 。

（ ４ ） 増し 打ち 部分主筋の定着、 重ね長さ は、 柱の主筋によ る 。

（ １ ） 増し 打ち コ ン ク リ ート の補強は、 ４ ． １ ８ ． ２ 図によ る 。 ただし 、

　 　  ａ ＜７ ０ mmの場合、 補強は行わない。 ２ ０ ０ mm＜ａ の場合は、 図面によ る 。

（ ２ ） 増し 打ち 部分での鉄筋は、 定着長さ と し て認めない。 ただし 、 躯体と 一体打ち の場合を 除く 。

（ ３ ） 増し 打ち 部分のあばら 筋の定着長さ は、 Ｌ   以上と する 。

（ ４ ） 増し 打ち 部分の主筋の定着、 重ね長さ は、 梁の主筋によ る 。

（ ５ ） 梁の上下の増し 打ち が途中で終わる 場合

４ ． １ ８ ． ４ 図　 梁の側面の増し 打ち 補強配筋（ 途中で終わる 場合）

４ ． １ ８ ． ３ 図　 梁の上下の増し 打ち 補強配筋（ 途中で終わる 場合）

（ １ ） ※印の鉄筋は、 同径以上と し 、 かつダブル巻き と する 。

（ ２ ） １ ． ５ Ｄ の範囲の柱の帯筋は一段太いも のか、 またはダブル巻き と し ＠１ ０ ０

（ ３ ） 柱の取合い部における 斜め梁のせん断補強筋中心間隔は、 当該梁部材のせん断

　 　  以下と する 。

　 　  補強筋中心間隔ｐ 以下と する 。

４ ． １ ９ ． １ 図　 斜め柱・ 斜め梁の取り 合い配筋

増し 打ち 補強要領は、 ４ . １ ９ ． ２ 図によ る 。

４ ． １ ９ ． ２ 図　 梁と 床版の取り 合い配筋

４ ． １ ９ ． ３ 図　 円柱の取り 合い配筋

Ｌ

： 壁芯

４ ． １ ７ ． １ 図　 片持スラ ブ形階段配筋の定着
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３ -Ｄ １ ９

Ｄ

１ ． ５ Ｄ

１ ０ ０

梁： Ｄ

柱： Ｄ

ｐ
ｐ

ｐ

※

Ｄ

大梁

小梁

小梁

大梁

１ ． ５ Ｄ

ー
Ｄ

１
３

＠
２

０
０

柱： Ｄ

※

－Ｄ １ ３ ＠２ ０ ０

１ ０ ０

Ｄ ： 梁せい
増し 打ち 補強筋

Ｄ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

梁

梁
隅鉄筋Ｄ １ ６

Ｄ １ ３ ＠２ ０ ０

Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ

基礎梁

(図面によ る )

フ ーチン グ

※１

主筋

主筋

※１

主筋

主筋

※１

ｂ

Ｄ １ ６ －３ ０ ０ ＠以内

Ｄ １ ６ －３ ０ ０ ＠以内

Ｄ １ ６ －３ ０ ０ ＠以内

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

※１

主筋

Ｄ １ ６ －３ ０ ０ ＠以内

ａ ）  柱幅と 斜材（ 柱又は梁） 幅が同一 ｂ ）  柱幅と 斜材幅が異なる

ｄ ）  柱頭で斜材と なる 上端筋は、 連続筋と する 。ｃ ）  柱脚で斜材と なる

ｅ ）  梁が斜材と なる 上端筋は、 連続筋と する 。

７ ０ ≦ａ ≦２ ０ ０ ７ ０ ≦ａ   、 ａ   ≦２ ０ ０

７ ０ ≦ａ ≦２ ０ ０ ７ ０ ≦ａ ≦２ ０ ０

※１ ． 帯筋と 同径・ 同材質・ 同ピ ッ チと する 。

７ ０ ≦ａ ≦２ ０ ０ ７ ０ ≦ａ   、 ａ   ≦２ ０ ０

ｆ ）  斜め大梁に小梁が接する 場合

柱筋はａ ） 、 ｂ ） に倣う 。

ｇ ）  大梁に斜め小梁が接する 場合

３ ）  柱脚部の円柱と 基礎と の

取合い

取り 付く 場合

１ ）  柱頭部で柱芯に梁が ２ ）  柱頭部で柱外面に梁が

取り 付く 場合

Ｔ ｙ ｐ ｅ  Ａ Ｔ ｙ ｐ ｅ  Ｂ

※１ ． あばら 筋と 同径・ 同材質・ 同ピ ッ チと する 。

４ ． １ ８ ． ２ 図　 梁の増し 打ち 補強配筋

（ ６ ） 梁の側面の増し 打ち が途中で終わる 場合
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Ｌ 3
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Ｌ 3
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Ｌ 3

3
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2

Ｌ 3

Ｌ 3

ＣＬ

ＣＬ

柱： Ｄ

Ｌ1

柱： Ｄ 柱： Ｄ

１ ０ ０

梁

梁

Ａ ＷＳ Ｃ Ｊ （ 第５ 版） －０ ５ ９ －０ ０ ５

2

2

あばら 筋と 同径・ 同材質・ 同ピ ッ チ

工事番号 図面番号

工事名

施工地名 上越市大字藤野新田

図面名

縮　尺縮　尺 -

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

Ｓ－１２

脱水機棟
構造細目共通図（複合構造物）（１２）

公セ補
第5-3号
下水道センター脱水機棟
耐震補強（建築）工事



[シングルの場合]

[チドリの場合]

あと施工アンカ－

L

接着剤

既存躯体

アンカ－筋

Ln

接合面

増設補強壁

（1）接着系アンカー

d
a

L  ： コンクリ－トの穿孔深さ、または接着系アンカ－の埋め込み長さ

Le

D
a

Le ： アンカ-の有効埋め込み長さ

Ld ： アンカ-筋の全長

Ld

Ln ： 有効定着長さ

Da ： 既存コンクリ－ト躯体への穿孔径

da ： アンカ－軸部の直径、アンカ－筋の呼び名

アンカ－関係共通事項

接着系アンカ-の有効 埋め込み長さ

開口補強筋　：　Ｌｅ＝１０ｄａ

一般部　：　Ｌｅ＝７ｄａ

(2) あと施工アンカーの位置と間隔

(ナット付）

(ナットなし）

ナットなし)とし、ナットから ねじ山

ナット付き異形棒鋼(開口補強筋用は

定着長さ

アンカー筋形状

また、先端形状は45ﾟカットとする。

が2山以上でること。

(＝補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)

接着系アンカ-の有効

開口補強筋　：　Ｌｎ＝Ｌ  ＋５ｄａ

一般部　：　Ｌｎ＝２０ｄａ

既存壁等撤去要領図
注記）特記なき壁等の撤去は下図による。

梁

撤去壁-スラブ 取合部

鉄筋切断

無収縮モルタルにて補修

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

無収縮モルタルにて補修

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

鉄筋切断

20

スラブ

2
0

新設壁部目荒らし

鉄筋切断

目荒らし

鉄筋切断

新設壁厚

梁

新設壁厚

撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）

注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示し、カッタ－深さ30とする。

注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。

注記）鉄筋はつり出しは、特記による。

施工確認試験荷重

アンカー筋呼び名(da)

da

L

接着剤

既存躯体

アンカ－筋

Ln

接合面

増設補強壁

d
a

Le

D
a

da

（確認強度）

アンカーの有効埋込長さ(Le)

１

1
5
0

1
5
0

グラウト材

スパイラル型

あと施工アンカ－

新設壁厚

割裂補強筋 目荒し

鉄筋フレア溶接要領

２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の

長さとする。但し、La 及び Lbは 2d以上とする。

d d

d/2

La Lb

10d

新設・増設壁上部グラウト要領

1. 特記なき新設・増設壁上部は、グラウトを行う。

新設壁の場合

増設壁厚

グラウト材

増設壁の場合

割裂補強筋

あと施工アンカ－

スパイラル型

目荒し

既存壁

１．特記なき鉄筋のフレア溶接は、下図の片面または両面とする。

La

dd

5d

Lb

片面フレア溶接 両面フレア溶接

アンカ-筋ピッチ標準

P
P

P
P

5
d

5d P P P PP

d/2 d/2 d/2

2
0
0

2
0
0

50

5
0

割裂補強筋配筋要領

1. 割裂補強筋は、改修壁の柱・梁に接する面全てに配置する。

壁　厚 スパイラル径 割裂補強筋 備　　　考

2. 割裂補強筋は、スパイラル型とし、ピッチ、スパイラル径は下記による。

PP

da

へりあき (2.5da以上)

(7.5da以上 かつ 30cm以下)

はしあき(5da以上)

ゲージ（４da以上）

P P

はしあき（5da以上）

へりあき

へりあき

[ダブルの場合]

はしあき（5da以上）

(2.5da以上)

P P

(7.5da以上 かつ 30cm以下)

(7.5da以上 かつ 30cm以下)

（原則として、中央に配置する。)

へりあき

へりあき

(2.5da以上)

ゲージ（5.5da以上）

確認強度は、計算で得られた、アンカーの鋼材による引張荷重又はコンクリート

破壊による引張荷重（埋込みピッチ及びへりあきの影響を受ける場合は、低減

した荷重）の小さい方の2/3程度の荷重。

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

無収縮モルタルにて補修

柱

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

直交壁

無収縮モルタルにて補修

撤去壁-直交壁 取合部 撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）

新
設

壁
厚

柱

鉄筋切断

新設壁部目荒らし

撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）

20
20

深さ20mmはつり、鉄筋切断後

鉄筋切断

庇

撤去庇-梁 取合部

無収縮モルタルにて補修20

コンクリ－トカッタ－深さ両面30

開口補強筋を取り付けた後、内型枠に合わせグラウト材を充填する。

大開口部はあと施工アンカ－により、開口補強筋を設ける。

3.小開口部は切断面の補修（錆び止め塗装）を施す。

コンクリ－トカッタ－及び、はつり出し

2.各開口寸法に合わせ、コンクリ－トカッタ－及び、はつり出しにより開口部を開ける。

先導孔（100φ程度）

1.床・壁にコア抜きにより先導孔を開ける。

鉄筋切断部分錆び止め塗装

○小開口部

鉄筋切断

・適用は特記による。

撤去要領 補修要領

注記）　　印は、コンクリ－トカッタ－位置を示し、カッタ－深さ30

150

鉄筋はつり出し

開
口

寸
法

：
H

150

15
0

鉄筋切断

15
0

開
口
寸
法
：
H

150150

目荒し

フ
レ
ア
溶
接

フレア溶接

1
5
0

11da 15da

グラウト充填

1
5
0

・適用は特記による。○大開口部

あと施工アンカ－
開口補強筋

（特記による）
（特記による）

補修要領

開
口

寸
法

：
H

開口寸法：W

開
口

寸
法

：
H

開
口

寸
法

：
H

開口寸法：W開口寸法：W

開口寸法：W
開口寸法：W

撤去要領

一
１．参考図書

般

事

項

「２０１７年改訂版　既存鉄筋コンクリート造建築物の耐震改修設計指針　同解説」
　　日本建築防災協会／国土交通大臣指定耐震改修支援センター

※第３章　補強部材・部位の設計

※第４章　補強工事の施工

新設壁開口配筋要領図 （※註：意匠図による）
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Ｄ[　19　] [  7　]da

[ 10　]daＤ[　16　]

Ｄ[　25　] [ 10　]da

Ｄ[　16　] [  7　]da

[　24.9  ]

荷　重　（ kN ) 
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[　39.0　]

[　65.9　]

[　116.5 ]
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[　44.6　]

[　59.7  ]

工事番号 図面番号

工事名

施工地名

図面名

縮　尺縮　尺 -

設計年月日 令和 ７年 ２月 ２８日

新 潟 県 上 越 市

Ｓ－１３

上越市大字藤野新田

脱水機棟
耐震改修標準詳細図

3. 継手は、2巻以上の重ねとする。
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範囲は、今回建築工事範囲外を示す。
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　補強案内図１
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　補強案内図２

公セ補
第5-3号
下水道センター脱水機棟
耐震補強（建築）工事



DN

1 2 3 4 5

5,000 5,000 5,000 8,000 8,000

31,000

6
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1階　E通5-6間　増し打ち壁(新設壁W20＋既存壁W20)
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　　・鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議のうえ行うこと。

　　・壁の幅止め筋は、縦、横ともD10@1000とする。

無収縮モルタル範囲を示す。
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5,400

無収縮モルタル範囲を示す。

　　・壁の幅止め筋は、縦、横ともD10@1000とする。

　　・鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議のうえ行うこと。

註）・改修部の寸法は、現場測量後決定すること。

斫り範囲を示す。
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註）・改修部の寸法は、現場測量後決定すること。

　　・鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議のうえ行うこと。

　　・壁の幅止め筋は、縦、横ともD10@1000とする。

斫り範囲を示す。

無収縮モルタル範囲を示す。
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4階　5通B-D間　増し打ち壁・開口縮小(新設壁W18＋既存壁W18)
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註）・改修部の寸法は、現場測量後決定すること。

　　・鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議のうえ行うこと。

　　・壁の幅止め筋は、縦、横ともD10@1000とする。

斫り範囲を示す。

無収縮モルタル範囲を示す。
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3階　6通A-B間　増し打ち壁(新設壁W18＋既存壁W18)

1階　6通A-B間　増し打ち壁(新設壁W20＋既存壁W25)

註）・改修部の寸法は、現場測量後決定すること。

　　・壁の幅止め筋は、縦、横ともD10@1000とする。

無収縮モルタル範囲を示す。

　　・鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議のうえ行うこと。
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註）・改修部の寸法は、現場測量後決定すること。
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　　・鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議のうえ行うこと。
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註）・改修部の寸法は、現場測量後決定すること。

　　・鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議のうえ行うこと。

　　・壁の幅止め筋は、縦、横ともD10@1000とする。

無収縮モルタル範囲を示す。
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3階　6通D-E間　増し打ち壁・開口閉塞(新設壁W18＋既存壁W18)

註）・改修部の寸法は、現場測量後決定すること。

　　・壁の幅止め筋は、縦、横ともD10@1000とする。

斫り範囲を示す。

無収縮モルタル範囲を示す。

　　・鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議のうえ行うこと。
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3階　A通3-4間　開口閉塞(既存壁W18)

2階　A通3-4間　開口閉塞(既存壁W18)

註）・改修部の寸法は、現場測量後決定すること。

　　・鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議のうえ行うこと。

　　・壁の幅止め筋は、縦、横ともD10@1000とする。

斫り範囲を示す。

無収縮モルタル範囲を示す。
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註）・改修部の寸法は、現場測量後決定すること。

　　・鉄筋切断については、状況を確認後、監督員と協議のうえ行うこと。
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